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十
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大
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パ
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五
月
二
十
五
日
（
日
）

県
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奈
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平
成
二
十
六
年
度
夏
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
九
回
大
会
案
内

○
同
封
の
葉
書
に
出
・
欠
を
ご
記
入
の
上
、
五
月
十
二
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
着
く
よ
う
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
（
ご
欠
席
の
場
合
も
必
ず
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま

す
）。

○
五
月
二
十
四
日
（
土
）
の
、
昼
食
代
（
一
，
〇
〇
〇
円
／
委
員
の
み
）
、
懇
親
会
費
（
一
般
八
，
〇
〇
〇
円
、
大
学
院
生
四
，
〇
〇
〇
円
）
、
レ
ジ
ュ
メ
資
料
代

（
一
，
〇
〇
〇
円
）、
五
月
二
十
五
月
（
日
）
の
昼
食
代
（
一
，
〇
〇
〇
円
）
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
／
〇
〇
二
〇
〇
―
二
―
一
〇
一
九
四

七
、
口
座
名
称
／
竹
内
正
彦
研
究
室
）
に
て
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

○
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
提
出
先
の
宛
名
と
送
り
先
を
明
記
の
上
、
左
記
の
当
学
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〒

―

横
浜
市
泉
区
緑
園
四
―
五
―
三

245

8650

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
竹
内
研
究
室
内

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

メ
ー
ル

zenkoku.ferris2012@gm
ail.com

E

FAX

〇
四
五
―
三
三
〇
―
六
〇
六
七

○
大
会
一
日
目
と
二
日
目
の
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大
会
一
日
目

五
月
二
十
四
日
（
土
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
緑
園
キ
ャ
ン
パ
ス

〒
二
四
五
―
八
六
五
〇

横
浜
市
泉
区
緑
園
四
―
五
―
三

（
相
鉄
線
「
緑
園
都
市
駅
」
徒
歩
約
七
分
）

大
会
二
日
目

五
月
二
十
五
日
（
日
）

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館

〒
二
三
一
―
〇
八
六
二

横
浜
市
中
区
山
手
町
一
一
〇

（
み
な
と
み
ら
い
線
「
元
町
・
中
華
街
駅
」
徒
歩
約
十
分
）

○
な
お
、
第
二
日
目
の
会
場
で
あ
る
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
は
、
四
月
五
日
（
土
）
～
五
月
二
十
五
日
（
日
）
の
日
程
で
、「
生
誕
一
〇
五
年

太
宰
治
展

―
語
り
か
け
る
言
葉
―
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。



- 2 -

第
一
日

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
四
日(

土)

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
緑
園
キ
ャ
ン
パ
ス

常

任

委

員

会(

時

分
～

時

分)

七
号
館
一
階

七
一
〇
二
教
室

11

00

11

30

委

員

会(

時

分
～

時

分)

七
号
館
一
階

七
一
〇
三
教
室

11

30

12

30

大

会
受
付

時

分
～

12

30

開
会

時
～

13

会
場

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル(
八
号
館
一
階)

開
会
の
辞

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授

犬
飼

公
之

会
長
挨
拶

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

会
場
校
挨
拶

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長

秋
岡

陽

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

時

分
～

時

分
）

13

10

17

00

テ
ー
マ
「
太
宰
治
―
作
品
の
舞
台
と
風
土
―
」

基
調
講
演
（

時

分
～

時

分
）

13

10

14

10

太
宰
治
―
明
る
い
方
へ
―

作
家

太
田

治
子

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

時

分
～

時

分
）

14

30

17

00

パ
ネ
リ
ス
ト

太
宰
治
に
お
け
る
〈
風
土
〉
の
意
味
─
作
品
『
津
軽
』
を
中
心
に
─

大
阪
府
立
大
学
非
常
勤
講
師

岡
村

知
子

太
宰
治
と
山
梨
―
井
伏
鱒
二
と
の
比
較
を
中
心
に
―

大
東
文
化
大
学
専
任
講
師

滝
口

明
祥

「
東
京
」
の
使
い
方
―
織
田
作
之
助
の
「
大
阪
」
を
補
助
線
に
―

大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授

斎
藤

理
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

島
村

輝

懇
親
会
（

時

分
～

時

分
）

17

30

19

30

会
場

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
緑
園
キ
ャ
ン
パ
ス
食
堂
ア
ン
デ
レ
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会
費

一
般

八
，
〇
〇
〇
円

大
学
院
生

四
，
〇
〇
〇
円

第
二
日

五
月
二
十
五
日
（
日
）

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館

受
付
開
始

時

分

9

00

研
究
発
表
会

会
場

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
展
示
館
二
階
ホ
ー
ル

午
前
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授

犬
飼

公
之

9

20

12

10

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
時
間
性
―
平
坂
読
『
僕
は
友
達
が
少
な
い
』
に
お
け
る
変
化
―

発
表
者
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

國
部

友
弘

司

会
／
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

佐
藤

裕
子

大
江
健
三
郎
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
論
―
女
優
の
力
―

発
表
者
／
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
大
学
院
生

佐
々
木
彩
香

司

会
／
早
稲
田
大
学
教
授

石
原

千
秋

太
宰
治
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
論
―
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
の
構
造
―

発
表
者
／
國
學
院
大
學
兼
任
講
師

吉
岡

真
緒

司

会
／
早
稲
田
大
学
教
授

石
原

千
秋

高
校
生
に
よ
る
『
富
嶽
百
景
』
の
受
容
―
『
ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
を
鑑
賞
す
る
視
点
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
―

発
表
者
／
三
重
県
立
四
日
市
高
等
学
校
教
諭

大
井

一
郎

司

会
／
本
学
会
常
任
委
員

原

國
人

昼
食
・
休
憩
（

時

分
～

時

分
）

12

10

13

10



- 4 -

午
後
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
奈
良
大
学
教
授

上
野

誠

13

10

15

20

指
の
血
で
書
き
つ
け
た
歌
―
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
四
段
を
め
ぐ
っ
て
―

発
表
者
／
國
學
院
大
學
兼
任
講
師

津
島

昭
宏

司

会
／
本
学
会
常
任
委
員

原

國
人

宝
塚
歌
劇
『
夢
の
浮
橋
』
に
見
る
『
源
氏
物
語
』
受
容
―
「
傀
儡
」
と
「
う
た
」
を
軸
と
し
て
―

発
表
者
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

平
田
彩
奈
惠

司

会
／
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
教
授

中

周
子

『
源
氏
物
語
』「
朝
顔
」
巻
の
光
源
氏

発
表
者
／
大
正
大
学
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
特
命
専
任
講
師

春
日

美
穂

司

会
／
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師

吉
井
美
弥
子

総

会

（

時

分
～

時

分
）

15

30

16

30

授

賞

式

〔
学
会
賞
／
文
学
・
語
学
賞
／
研
究
発
表
奨
励
賞
〕

閉
会
の
辞

本
大
会
実
行
委
員
長
／
本
学
会
常
任
委
員
／
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

竹
内

正
彦
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平
成
二
十
六
年
度
夏
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
九
回
大
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
太
宰
治
―
作
品
の
舞
台
と
風
土
―
」

日
本
近
代
文
学
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
と
し
て
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
若
者
に
も
年
長
者
に
も
高
い
人
気
を
誇
る
太
宰
治
に
つ
い
て
は
、
近
年
も
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
作
家
主
体
の
形
成
と
そ
の
文
体
へ
の
現
れ
方
、
そ
の
文
学
と
社
会
と
の
関
わ
り
、
と
り
わ
け
左
翼
思
想
の
影
響

の
深
さ
に
つ
い
て
の
、
新
発
見
を
含
む
探
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
太
宰
の
作
家
像
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見
が
共
有
さ
れ
て
き
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
視
角
と
し
て
、
こ
の
作
家
が
作
品
の
舞
台
と
し
た
多
様
な
土
地
と
そ
の
風
土
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
生
涯

に
わ
た
る
〈
個
〉
と
〈
周
囲
〉
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
共
同
の
考
察
の
場
を
持
ち
た
い
と
考
え
る
。
具
体
的
に
は
故
郷
・
津
軽
、
人
生
の
転
機
と
な
っ
た
山
梨
、

文
業
の
拠
点
と
し
て
の
東
京
な
ど
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
さ
ら
に
神
奈
川
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
視
野
に
加
え
て
行
き
た
い
。

基
調
講
演太

宰
治
―
明
る
い
方
へ
―

作
家

太
田

治
子

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト

太
宰
治
に
お
け
る
〈
風
土
〉
の
意
味
─
作
品
『
津
軽
』
を
中
心
に
─

大
阪
府
立
大
学
非
常
勤
講
師

岡
村

知
子

太
宰
治
と
山
梨
―
井
伏
鱒
二
と
の
比
較
を
中
心
に
―

大
東
文
化
大
学
専
任
講
師

滝
口

明
祥

「
東
京
」
の
使
い
方
―
織
田
作
之
助
の
「
大
阪
」
を
補
助
線
に
―

大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授

斎
藤

理
生

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

島
村

輝



平
成
二
十
六
年
度
夏
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
九
回
大
会

研
究
発
表
会

発
表
要
旨

【
午
前
の
部
】

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
時
間
性

―
平
坂
読
『
僕
は
友
達
が
少
な
い
』
に
お
け
る
変
化
―

早
稲
田
大
学
大
学
院
生

國
部

友
弘

平
坂
読
『
僕
は
友
達
が
少
な
い
』
は
「
日
常
系
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
に

属
す
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
作
品
で
あ
る
。
「
日
常
系
」
と
は
、
他
愛
も
な
い
日
常

生
活
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
「
日
常
系
」
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
過

去
か
ら
未
来
へ
と
進
む
直
線
的
な
時
間
の
不
在
と
い
う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
本
発
表
で
は
、
「
日
常
系
」
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
し
て
の
『
僕
は
友
達
が
少

な
い
』
が
、
単
に
直
線
的
時
間
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
直
線
的
時
間
と
、

そ
れ
と
対
立
す
る
円
環
的
時
間
が
相
互
に
生
成
し
あ
う
よ
う
な
、
新
し
い
時
間

性
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
研
究
に
新
た
な
地

平
を
導
入
し
た
い
と
考
え
る
。

「
日
常
系
」
作
品
は
通
常
、
複
数
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
多
く
の
場
合
時
間
的
関
係
が
不
明

瞭
で
あ
り
、
単
一
の
設
定
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
無
数
の
可
能
な
物
語
の
一
つ
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
物
語
を
そ
の
よ
う
に
複
数
的
な
も
の
と
し

て
見
る
と
き
、
そ
の
複
数
の
物
語
を
横
断
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
単
一
の
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
余
剰
が
宿
り
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
単
独
的
な
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
視
点
は
物
語
の
複
数
性
に
接
す
る
読
者
が
持
ち
う
る
も
の
だ
が
、

『
僕
は
友
達
が
少
な
い
』
の
主
人
公
で
あ
る
小
鷹
は
読
者
と
同
じ
よ
う
に
、
自

身
が
送
る
日
々
を
変
化
の
な
い
無
時
間
的
な
も
の
と
見
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
小
鷹
も
読
者
と
同
様
に
、
自
身
の
物
語
の
中
に
単
独
的
な
価
値
を
見
い
だ
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
価
値
の
獲
得
は
作
品
に
お
い
て
、
変
化
の
な
い
世

界
の
中
に
変
化
を
、
つ
ま
り
円
環
的
時
間
の
中
に
直
線
的
時
間
を
導
入
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
常
は
終
わ
り
を
告
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た

変
化
を
設
定
の
中
に
取
り
込
み
、
新
た
に
複
数
の
物
語
を
作
り
出
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
単
独
的
な
も
の
が
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
構
造
の
中
に
再
び
分
配

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
単
独
性
の
働
き
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
単
独

性
の
生
起
の
み
を
強
調
す
る
東
浩
紀
の
「
ゲ
ー
ム
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
対
し
て

も
、
新
た
な
可
能
性
を
開
く
だ
ろ
う
。

大
江
健
三
郎
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
論

―
女
優
の
力
―

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
大
学
院
生

佐
々
木
彩
香

一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
は
、
森
の
谷
間
を
舞
台
に

し
た
大
江
作
品
の
中
で
も
、
「
特
別
な
女
性
的
存
在
」
の
持
つ
大
き
な
力
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
最
初
の
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
の
先
行
研
究
と
し
て
主
要
な
も
の
は
、
加
賀
乙
彦
氏
や

菅
野
昭
正
氏
の
論
の
よ
う
に
「
壊
す
人
」
の
神
話
性
に
つ
い
て
、
ま
た
前
田
愛

氏
や
栗
原
彬
氏
の
論
の
よ
う
に
「
村
＝
国
家
＝
小
宇
宙
」
の
多
義
的
な
構
造
を

中
心
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
共
同
体
に
お
け
る
「
特
別
な
女
性
的

存
在
」
即
ち
「
大
い
な
る
女
た
ち
」
の
力
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、



短
編
集
『
い
か
に
木
を
殺
す
か
』
に
関
す
る
高
橋
亨
氏
の
論
や
、
そ
の
短
編
集

に
収
め
ら
れ
た
「
も
う
ひ
と
り
和
泉
式
部
が
生
れ
た
日
」
に
つ
い
て
の
島
村
輝

氏
の
論
な
ど
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
大
江
作
品
の
「
女
性
」
研
究
で
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
『
同
時
代
ゲ
ー
ム
』
の
露
巳
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
「
特
別
な
女
性

的
存
在
」
を
含
め
た
、
女
優
性
を
発
揮
す
る
登
場
人
物
の
役
割
を
論
じ
た
い
。

露
巳
の
発
揮
す
る
女
優
性
は
、
「
女
性
」
に
焦
点
を
当
て
た
一
九
八
〇
年
代
以

降
の
大
江
作
品
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
う
『
人
生
の
親
戚
』
の
「
倉
木
ま
り

恵
」
、『
臈
た
し
ア
ナ
ベ
ル
・
リ
イ

総
毛
立
ち
つ
身
ま
か
り
つ
』
の
「
サ
ク
ラ

さ
ん
」
、
『
水
死
』
の
「
ウ
ナ
イ
コ
」
と
い
っ
た
「
女
優
」
の
登
場
人
物
の
形
象

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

「
壊
す
人
の
巫
女
」
で
あ
る
露
巳
の
女
優
性
、
身
体
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て

の
力
は
、
世
間
の
規
範
に
よ
り
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
を
露
わ
に
し
、
挑
発
し
な

が
ら
も
他
者
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
励
し
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
彼
女
は

自
ら
の
性
的
な
媒
介
の
力
を
使
っ
て
、
一
見
別
世
界
の
存
在
同
士
を
結
び
付
け

な
が
ら
、
そ
の
関
係
性
が
生
む
力
を
共
同
体
に
帰
結
さ
せ
て
い
る
。
最
終
的
に

露
巳
は
超
越
的
存
在
「
壊
す
人
」
の
母
親
と
な
る
こ
と
で
、
谷
間
の
循
環
を
司

り
、
「
村
＝
国
家
＝
小
宇
宙
の
神
話
と
歴
史
」
に
自
ら
の
存
在
を
書
き
込
ん
で

い
る
と
考
え
る
。

結
論
と
し
て
、
露
巳
は
神
話
的
世
界
の
女
優
と
し
て
、
そ
の
挑
発
の
力
を
使

っ
て
周
縁
か
ら
中
心
に
対
し
前
向
き
に
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。

太
宰
治
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
論

―
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
の
構
造
―

國
學
院
大
學
兼
任
講
師

吉
岡

真
緒

太
宰
治
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」（
「
婦
人
画
報
」
昭15

・12

～
昭16

・
６
）
に
は
、

「
作
者
」
を
標
榜
す
る
「
私
」
と
、
入
江
家
、
入
江
家
兄
妹
に
よ
る
連
作
小
説

と
い
う
三
つ
の
空
間
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
関
連
付
け
る
か
が

問
題
と
な
る
。
本
発
表
で
は
三
つ
の
時
空
の
連
結
を
仮
構
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
を

明
ら
か
に
す
る
。

「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
は
、
入
江
家
の
五
人
の
兄
妹
に
よ
る
連
作
小
説
が
断
片
的

に
引
用
さ
れ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
断
片
の
担
当
者
／

書
き
手
（
入
江
家
兄
妹
）
に
よ
る
注
釈
や
創
作
過
程
が
三
人
称
形
式
で
提
示
さ

れ
る
メ
タ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
形
式
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
た

物

語
と
注

釈
を
「
私
」
が
書
く
／
語
る
物
語
で
あ
る
こ
と
が
「
私
」
に

メ
ツ
セ
ー
ジ

メ
タ
・
メ
ツ
セ
ー
ジ

よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
い
う
複
雑
な
構
造
を
有
し
て
い
る
。
作
中
作
と
い
う
舞
台

を
設
け
、
そ
こ
で
展
開
す
る
物
語
（
虚
構
）
と
と
も
に
、
そ
の
舞
台
裏
（
虚
構
）

を
提
示
す
る
こ
と
で
署
名
者
「
太
宰
治
」
と
い
う
物
語
（
虚
構
）
に
リ
ア
リ
テ

ィ
を
与
え
る
こ
う
し
た
手
法
は
太
宰
文
学
の
特
徴
で
あ
る
。
本
テ
ク
ス
ト
が
位

置
す
る
い
わ
ゆ
る
太
宰
文
学<

中
期>

は
翻
案
作
品
の
宝
庫
で
あ
り
、
あ
え
て
引

用
元
が
明
示
さ
れ
た
う
え
で
物
語
が
展
開
す
る
メ
タ
・
テ
ク
ス
ト
、
メ
タ
・
パ

ロ
デ
ィ
形
式
の
作
品
が
多
数
書
か
れ
て
い
る
。
入
江
家
兄
妹
に
よ
る
連
作
小
説

は
太
宰
に
よ
る
創
作
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
架
空
の
作
者
に
よ
る
「
剽
窃
」
小
説

と
し
て
引
用
さ
れ
た
こ
と
に
、
こ
の
時
期
の
翻
案
小
説
群
と
の
連
続
性
が
見
出

し
う
る
。

冒
頭
で
物
語
の
「
作
者
」
と
し
て
「
私
」
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
入
江
家
の

人
々
の
物
語
、
お
よ
び
入
江
家
兄
妹
に
よ
る
連
作
小
説
は
、
「
私
」
が
引
用
し

た
物
語
で
あ
る
こ
と
が
仮
構
さ
れ
る
。
引
用
と
は
、
引
用
者
の
恣
意
に
よ
る
行

為
で
あ
り
、
こ
う
し
た
造
形
が
あ
る
は
ず
の
な
い
「
私
」
の
内
面
を
あ
る
か
の

よ
う
に
演
出
し
、
そ
れ
が
「
私
」
と
物
語
の
連
結
の
強
度
を
仮
構
す
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
入
江
家
の
四
年
前
の
時
空
と
「
私
」
が
あ
る
「
い
ま
」
が
接
続
さ
れ

る
。



高
校
生
に
よ
る
『
富
嶽
百
景
』
の
受
容

―
『
ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
を
鑑
賞
す
る
視
点
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
―

三
重
県
立
四
日
市
高
等
学
校
教
諭

大
井

一
郎

『
富
嶽
百
景
』
は
、
初
出
が
「
文
体
」
昭
和
十
四
年
二
、
三
月
号
。
『
女
生

徒
』（
砂
子
屋
書
房

昭
和
十
四
年
）
に
収
録
さ
れ
、
以
後
『
思
い
出
』（
人
文

書
院

昭
和
十
五
年
）
、
『
富
嶽
百
景
』
（
新
潮
社

昭
和
十
八
年
）
な
ど
に
再

録
さ
れ
た
。
高
等
学
校
で
は
、
昭
和
二
八
年
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
多
く

の
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
、
教
室
で
読
ま
れ
て
続
け
て
来
た
。
い
わ
ゆ
る
定

番
教
材
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
地
位
は
揺
る
ぎ
な
い
。
定
番
教
材
が
定
番
教
材

と
な
る
得
る
所
以
の
一
つ
は
、
い
つ
の
時
代
の
ど
の
高
校
の
ど
の
ク
ラ
ス
の
高

校
生
を
も
、
魅
了
す
る
作
品
の
放
つ
魅
力
で
あ
る
。
国
語
科
授
業
を
通
し
て
、

そ
の
魅
力
を
分
析
し
、
作
品
・
教
材
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
。

授
業
対
象
は
、
三
重
県
立
四
日
市
高
等
学
校
一
学
年
の
生
徒
で
あ
る
。
県
北

部
の
工
業
地
帯
に
位
置
し
、
県
北
端
に
ナ
ガ
シ
マ
リ
ゾ
ー
ト
「
な
ば
な
の
里
」

（
桑
名
市
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
昨
年
十
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
『
ウ
ィ
ン
タ

ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

冬
華
の
競
演

祝
世
界
遺
産
富
士
』
が
催
さ
れ
た
。

人
工
的
な
富
士
の
四
季
を
彩
る
す
が
た
に
、
多
く
の
人
々
が
魅
了
さ
れ
、
特
に

週
末
の
夕
暮
れ
時
か
ら
は
、
近
隣
の
道
路
が
大
渋
滞
す
る
ほ
ど
大
人
気
で
あ
っ

た
。
こ
の
「
富
士
」
を
見
て
、
太
宰
が
ど
う
思
う
か
、
ど
う
コ
メ
ン
ト
す
る
か

等
を
、
交
流
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
の
高
校
生
た
ち
が
、
こ
の
作
品
の
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
に
作
品
を
受
容
す
る
の
か
を
探

っ
た
。

そ
の
魅
力
と
は
、
太
宰
が
、
御
坂
峠
か
ら
見
た
富
士
を
「
私
は
あ
ま
り
好
か

な
か
っ
た
。
好
か
な
い
ば
か
り
か
、
軽
蔑
さ
え
し
た
。
あ
ま
り
に
お
あ
つ
ら
い

向
き
の
富
士
で
あ
る
。
」
と
軽
蔑
し
、
「
こ
ん
な
富
士
で
は
俗
で
だ
め
だ
。
」
と

否
定
し
き
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
江
戸
の
浮
世
絵
師
た
ち
が
描
い
た
富
士
と
古

来
か
ら
の
定
番
風
景
「
富
士
三
景
」
と
を
、
断
裁
し
た
反
骨
心
と
自
ら
の
心
象

と
審
美
眼
で
風
景
を
見
る
鑑
賞
眼
こ
そ
が
、
権
力
や
既
成
評
価
な
ど
に
反
発
を

覚
え
る
時
期
の
高
校
生
た
ち
に
、
大
き
な
共
感
を
得
て
、
作
品
受
容
に
繋
が
る

の
で
あ
る
。

【
午
後
の
部
】

指
の
血
で
書
き
つ
け
た
歌

―
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
四
段
を
め
ぐ
っ
て
―

國
學
院
大
學
兼
任
講
師

津
島

昭
宏

「
梓
弓
」
の
段
と
し
て
知
ら
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
四
段
は
、
研
究
史

的
に
見
て
も
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
離
れ
た
男
を
女
が
待
ち
続
け
た

期
間
が
「
三
年
」
と
さ
れ
る
点
や
、
男
が
詠
む
、
「
あ
づ
さ
弓
ま
弓
つ
き
弓
…

…
」
の
解
釈
等
が
主
た
る
争
点
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
典
型
的
な
「
待
つ
女
」

の
物
語
で
あ
る
た
め
か
、
身
を
退
く
男
を
称
揚
す
る
評
、
待
ち
通
せ
ぬ
女
を
批

判
す
る
評
（
あ
る
い
は
そ
の
逆
）
等
、
読
み
手
の
性
意
識
を
反
映
す
る
鑑
賞
も

多
く
、
そ
れ
は
そ
れ
で
興
味
深
い
。
古
典
教
材
の
定
番
で
も
あ
り
、
教
科
書
の

方
向
性
も
男
と
女
の
心
情
を
問
い
か
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
う
し
た
「
心
情
」
を
問
う
前
に
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
劇
的
な
物

語
の
幕
引
き
で
あ
ろ
う
。

清
水
の
あ
る
所
に
ふ
し
に
け
り
。
そ
こ
な
り
け
る
岩
に
、
お
よ
び
の
血
し

て
書
き
つ
け
け
る
。

あ
ひ
思
は
で
離
れ
ぬ
る
人
を
と
ど
め
か
ね
わ
が
身
は
今
ぞ
消
え
は
て

ぬ
め
る

立
ち
去
る
男
を
追
う
女
は
清
水
の
湧
く
所
に
倒
れ
伏
し
、
傍
ら
の
岩
に
自
身

の
指
か
ら
流
れ
出
る
血
で
歌
を
書
き
つ
け
、
の
ち
に
絶
命
す
る
。
素
直
に
物
語

を
読
ん
だ
際
に
、
こ
の
オ
ー
バ
ー
す
ぎ
る
演
出
に
は
目
が
留
ま
る
は
ず
だ
。

し
か
し
、
こ
こ
に
つ
い
て
は
女
の
煩
悶
の
発
露
と
し
て
理
解
さ
れ
る
ば
か
り



で
、
あ
ま
り
論
点
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
本
段
の
歌
四
首
の
う

ち
、
他
三
首
が
「
い
ひ
」
出
さ
れ
た
歌
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
歌
の
み
が
「
書

き
つ
け
」
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
何
か
。
ま
た
、
指
の
血
で
岩
に

書
き
付
け
る
こ
と
の
意
味
等
、
こ
う
し
た
問
題
は
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
良
い
。

本
発
表
で
は
、
民
俗
学
的
な
知
見
を
援
用
し
な
が
ら
も
文
学
の
用
例
を
精
査

し
つ
つ
、
「
清
水
」
・
「
岩
」
・
「
指
」
・
「
血
」
と
い
う
素
材
が
選
び
取
ら
れ
て
く

る
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
男
に
向
け
ら
れ
た
女
の
祈
り
、
誓
い
と

し
て
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
は
じ
め
て
、
先
の
「
心
情
」
と
い
う

も
の
が
見
え
て
く
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。

宝
塚
歌
劇
『
夢
の
浮
橋
』
に
見
る
『
源
氏
物
語
』
受
容

―
「
傀
儡
」
と
「
う
た
」
を
軸
と
し
て
―

早
稲
田
大
学
大
学
院
生

平
田
彩
奈
惠

現
代
に
お
け
る
古
典
作
品
の
受
容
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
が
、
そ
の
多

く
は
原
典
を
読
ま
な
い
人
々
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
は
現
代

的
な
価
値
観
を
織
り
込
む
な
ど
、
古
典
作
品
を
忠
実
に
な
ぞ
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
時
代
に
合
わ
せ
た
形
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
本
発
表
で
は
、
商

業
演
劇
で
あ
る
宝
塚
歌
劇
に
お
い
て
二
〇
〇
八
年
末
か
ら
二
〇
〇
九
年
初
頭
に

か
け
て
上
演
さ
れ
た
『
夢
の
浮
橋
』（
大
野
拓
史
脚
本
・
演
出
）
を
と
り
あ
げ
、

現
代
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
受
容
の
一
端
を
論
じ
、
『
源
氏
物
語
』
そ
の
も

の
に
は
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
部
分
を
「
書
き
込
み
可
能
」
な
部
分
と
し
て
表

現
者
が
活
か
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゆ
く
。

『
夢
の
浮
橋
』
は
匂
宮
を
主
人
公
に
据
え
、
薫
と
浮
舟
と
の
関
係
性
を
中
心

に
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
傀
儡
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
用
い

な
が
ら
、
匂
宮
が
否
応
な
し
に
背
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
政
治
的
立
場
に

も
ふ
れ
て
い
る
。
一
方
で
浮
舟
を
は
じ
め
と
す
る
主
だ
っ
た
登
場
人
物
の
女
性

や
民
衆
は
、
束
縛
さ
れ
な
い
自
由
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
宝
塚
歌
劇

の
観
客
層
を
ふ
ま
え
た
脚
本
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
『
夢
の
浮
橋
』
は
「
傀
儡
」
を
は
じ
め
、
物
語
の
テ
ー
マ
を
表
現

す
る
手
段
と
し
て
「
う
た
」
を
多
用
す
る
。
こ
こ
で
言
う
「
う
た
」
に
は
、「
和

歌
的
な
表
現
」
か
ら
、
単
純
に
「
音
楽
」
と
し
て
の
「
歌
」
ま
で
様
々
な
も
の

が
含
ま
れ
る
の
だ
が
、
『
源
氏
物
語
』
本
文
で
詠
ま
れ
る
和
歌
を
直
接
利
用
す

る
例
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
敢
え
て
そ
の
よ
う
な
表
現
を
忌
避
し
て
い
る
よ
う

に
も
取
れ
る
言
葉
選
び
が
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
い
く
つ
か
の
例
を
取
り

上
げ
な
が
ら
、
『
夢
の
浮
橋
』
が
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
な
ぞ
ら
ず
、
独
自
の

表
現
が
追
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
意
図
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
、
「
共
有
し
て
い
る
知
識
・
価
値
観
に
基
づ
い
た
作
品

受
容
」
と
い
う
視
点
が
、
受
容
の
研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
ま
た
、
「
う
た
」
を
用
い
る
点
で
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
の
親
和
性
も
あ

る
現
代
の
作
品
を
検
討
す
る
意
義
に
も
言
及
し
て
ゆ
く
。

『
源
氏
物
語
』「
朝
顔
」
巻
の
光
源
氏

大
正
大
学
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
特
命
専
任
講
師

春
日

美
穂

『
源
氏
物
語
』
「
朝
顔
」
巻
冒
頭
、
光
源
氏
は
、
女
五
の
宮
、
そ
し
て
朝
顔

斎
院
と
の
対
面
を
目
的
に
、
桃
園
宮
を
訪
問
す
る
。
桃
園
宮
は
、
式
部
卿
宮
死

去
に
よ
り
、
す
で
に
荒
廃
の
様
相
を
見
せ
、
そ
こ
に
住
ま
う
女
五
の
宮
も
、
古

め
い
た
老
女
ぶ
り
を
見
せ
る
。

そ
れ
に
対
し
光
源
氏
は
、
女
五
の
宮
の
様
子
を
、
「
か
し
こ
く
も
古
り
た
ま

へ
る
か
な
」
と
や
や
皮
肉
め
い
た
思
い
で
見
つ
め
、
「
う
ち
か
し
こ
ま
り
て
」

と
、
慇
懃
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
女
五
の
宮
を
取
り
巻
く
表
現
を
、
特
に
「
古
め
く
」
を
中
心

に
検
証
し
、
女
五
の
宮
の
様
子
が
、
当
世
風
で
は
な
い
も
の
の
、
皇
親
ら
し
い



あ
り
方
と
て
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
故
式
部
卿

宮
が
桃
園
宮
に
住
ま
う
女
五
の
宮
の
世
話
を
し
て
い
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
『
源
氏
物
語
』
内
に
お
い
て
、
皇
親
同
士
の
相
互
扶
助
の
関
係
が
み
ら

れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

一
方
光
源
氏
は
、
「
式
部
卿
宮
に
年
ご
ろ
は
譲
り
き
こ
え
つ
る
を
、
今
は
頼

む
な
ど
思
し
の
た
ま
ふ
も
こ
と
わ
り
に
い
と
ほ
し
け
れ
ば
」
と
式
部
卿
宮
の
あ

と
、
女
五
の
宮
の
面
倒
を
見
る
こ
と
を
口
に
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
紫

の
上
方
女
房
に
対
す
る
朝
顔
斎
院
の
元
を
訪
問
す
る
た
め
の
口
実
に
す
ぎ
ず
、

女
五
の
宮
の
皇
親
ら
し
い
ふ
る
ま
い
に
対
し
て
も
、
光
源
氏
は
共
感
し
き
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

研
究
史
に
お
い
て
、
「
朝
顔
」
巻
で
の
女
五
の
宮
の
登
場
や
、
こ
の
後
の
源

典
侍
の
登
場
は
、
桐
壺
院
時
代
を
想
起
さ
せ
、
呼
び
込
む
効
果
が
あ
る
こ
と
が

既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
巻
で
、
女
五
の
宮
へ
の
違
和
感
を
感
じ
る

光
源
氏
か
ら
は
、
既
に
皇
親
と
し
て
の
感
覚
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
姿

が
浮
か
び
上
が
る
。
臣
籍
降
下
後
の
「
た
だ
人
」
と
し
て
の
光
源
氏
が
、
「
朝

顔
」
巻
と
い
う
桐
壺
院
時
代
と
密
接
に
関
わ
る
巻
に
お
い
て
改
め
て
据
え
直
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
桐
壺
院
時
代
の
真
の
後
継
者
と
は
な
り
得
な
い
光
源
氏
の

在
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。
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平
成
二
十
六
年
度
夏
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
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第
一
〇
九
回
大
会

会
場
案
内

大
会
一
日
目

五
月
二
十
四
日
（
土
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
緑
園
キ
ャ
ン
パ
ス

（
相
鉄
線
「
緑
園
都
市
駅
」
徒
歩
約
七
分
）
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大
会
二
日
目

五
月
二
十
五
日
（
日
）

県
立
神
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代
文
学
館

（
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分
）


